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◆環境経営方針・理念 

 

＜基本理念＞ 

  

ジェイフィルム株式会社 仙台工場は、自治体向けごみ袋の 

製造、保管、出荷（個配送）などの事業活動を行っています。 

ごみ袋はナフサが原料となるポリエチレンから作られる化学製品の一つで、 

廃棄による海洋汚染の観点から注目され、使用量を減らす取り組みが進められています。 

また、日本が 2050 年までの実現を宣言している「カーボンニュートラル」のために 

化学品分野でも CO2 削減の取り組みが求められています。 

事業を取り巻く状況、社会から求められていることをチャンスととらえ、 

継続的な環境負荷低減の仕組みを構築し、環境関連法規等を遵守した運用、 

さらに定期的な見直しや改善を進め、企業の社会的責任を果たしていきます。 

 

＜行動指針＞ 

 

①  事業活動に於いて、環境に関わる法律・規律、その他公的基準を遵守します。 

 

②  主要エネルギーである電力の適正使用による 

二酸化炭素排出量を節減する活動を推進します。 

 

③  原単位管理の取組みにより、廃棄物総量の抑制、 

 稼働に伴う、電力や水資源の使用抑制に努めます。 

 

④  お客様の環境負荷軽減に貢献する商品を提供します。 

 

⑤  環境経営システムを定期的に見直し、継続的に改善していきます。 

 

制定日：2023 年 4 月 1 日    仙台工場 工場長 菊地 旭 
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<参考資料> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境経営方針は、全員に周知するとともに、全員で環境に関する

意識向上を図ります。 

・回/月 安全衛生環境会議にて見直しを定期に実施します。 

仙台工場　環境アクションプログラム
計画

2023年度 ● 実行

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画 溶剤 溶剤

実施 4月3日 10月4日

計画 照度 照度

実施 4月3日 10月4日

計画 騒音 騒音

実施 4月3日 10月4日

計画 水質

実施 10月5日

計画 廃プラ・鉄屑 廃油

実施

計画 定期点検 簡易点検 簡易点検 簡易点検 簡易点検

実施 5月25日 6月23日 9月22日

計画 講習 キックオフ 申し込み

実施 5月19日 6月1日 ● ● ● 10月17日

実施

活　動　内　容 担当
活　動　計　画

環境

作業環境計測 総務

廃棄物委託先監査 担当者

フロン点検 担当者

エコアクション２１ 事務局

災害 タイムスケジュール 管理スタッフ 管理要領作成

データ　集計
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◆重点方針・活動目標 － JF 仙台工場 
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◆組織の概要 

１） 名称及び代表者 

    ジェイフィルム株式会社 仙台工場  工場長  菊地 旭 

１） 所在地 

仙台工場：宮城県宮城郡利府町しらかし台 6-7-3 

２） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者   総務 G  小幡 芳彦  TEL：022-356-5155 

担当者   製造 G  中島 馨 

３） 事業内容 

合成樹脂原料による包装資材の加工製造並びにその販売 

４） 全社事業の規模 

①  創立年 1955 年（操業より 68 年） 

（仙台工場 1989 年（操業より 34 年） 

②  資本金 122,200 万円 
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③  年商（前年度） 3,410,876 万円 

（仙台工場年商    179,605 万円 

     （2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

④  従業員 873 名 

（仙台工場 59 人） 

５） 認証、登録の対象組織、活動 

・対象組織  ジェイフィルム株式会社 仙台工場 

・対象活動  “ごみ袋” の 製造加工 

        (成膜、印刷、製袋、保管、出荷) 

  



 

8 

◆仙台工場の概要、事業、製品の紹介 

 

 

     

製造2G

製造１G

2台

品質管理G

総務G

生産管理

製袋部門

1枚折：4台

製袋部門

ロール式：5台

工場長 インフレ部門

14台

再生部門
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◆環境経営組織図及び役割、責任、権限  

 

◆　環境経営組織図　（実施体制）

自部門の想定される事故及び緊急事態への対応の為の手順書作成

・環境方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

環境活動の実績集計

・環境関連法規等と取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等と取りまとめ表に基づく尊守評価の実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施GL

従業員

・役割　　・権利　　・権限

・環境経営に関する総括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

事務局

・決めた事を守り、自主的・積極的に環境活動に参加

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成

代表者

環境管理

責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組み結果を、代表者に報告

・環境経営実施体制の構築及び、全従業員への周知

代表者

工場長：菊地

環境管理責任者

総務GL：小幡

事務局

中島/櫻井/後藤/森外

製造１G

GL：大野

製造２G

GL：中島

営業/生産管理

阿部課代
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◆主な環境負荷の実績 及び 中期目標 

 

CO2 排出係数：電気事業者別排出係数（R3 年度実績 R5.1.24/R4 年度報告用） 

仙台工場算出：A0268 東北電力（株） 0.496（kg-CO2/kwh） 

 

〇 基準値に対し、各項目  0.5%  削減を目標とする 

◆　主な環境負荷　実績

項目 事項 単位

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 Kg-CO2

揮発油（ガソリン） KL

電気 Mwh

大気・水 上水 ｍ３

総廃棄物 ｔ

マテリアルリサイクル ｔ

サーマルリサイクル ｔ

一般廃棄物 焼却 ｔ

ガソリン

電気

計

Average

目標設定　基準値

2020年度 2021年度 2022年度 年

2,281,072 2,279,128 2,372,208 2,327,108

エネルギー
6.4 7.7 7.2 7.9

4,569 4,559 4,749 4,6554,626

2018年度 2019年度

2,389,614 2,313,520

10.0 8.2

3,058 3,352 3,202 2,939

産業廃棄物

394 371 361 386

364416

79 79 82 79

353 324 361

18 38 2530

23,200 19,024 14,848 17,864 16,704 18,328

2,366,414 2,294,496集計二酸化炭素排出量 2,266,224 2,261,264 2,355,504 2,308,780

2,389,614 2,313,520 2,281,072 2,279,128 2,372,208 2,327,108

4,771

23 17

78 78

2,689 2,393

373 432

351

0.7

193,926

月

193,926

192,398

1,527

7

2

30

32

245

388

◆　環境経営目標及びその実績

事項 単位

基準比 ％

L

Kg-CO2

基準比 ％

kwh

Kg-CO2

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

対象期間

3ヶ月

合計7月 8月 9月項目
基準値

（5年平均）
目標

エ

ネ

ル

ギ

ー

揮発油（ガソリン）

排出量
700 665

80% 99% 84%

669,945196,373 230,533243,039

二酸化炭素排出量

排出量 Kg-CO2 193,926 184,230

84% 169% 128%

4,1601,527 1,451 1,930 961 1,269

1,793547832 414

486,107 393,977 462,227

電気

排出量
387,900 368,505

195,412 229,2641,924 1,828 241,109

1,342,311.0

80% 98% 88%

665,785

69%

826206 266354245 233

産

業

廃

棄

物

総廃棄物

排出量 Kg 32,200

119% 92%

水

排出量 ｍ３

108,810

77%

35,19830,590 41,773 31,839

マテリアルリサイクル

（原料）

排出量 Kg 30,100 28,595

101% 91%

104,546

74% 101%

40,653 29,935 33,958

サーマルリサイクル

（燃料）

排出量 Kg 2,100 1,995

89%

一般廃棄物

（焼却）

排出量 Kg 6,600 6,270

188% 110% 169%

4,2641,904 1,2401,120

103% 118% 199%

15,3203,3206,400 5,600
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◇環境配慮目標 改善手段 

① 原単位管理による環境負荷低減 

   ・ロス削減 （ロス率管理/年度予算値） 

   ・不要電力の削減 （原料原単位） 

   ・不適合品の削減 （良品率） 

   ・自社再生材の積極的使用（混合率年予算） 

   ・適正在庫（在庫率） 

・生産効率向上 （トラブル停止時間削減） 

② お客様の環境負荷軽減 

 ・客先不適合品の削除（良品率） 

③その他 

・３Rの徹底 （包材、副資材、他） 

・ロス分別回収の徹底（外注含む） 

・社員の力量向上（スキル管理） 

・梱包材の再使用 

・残業管理（残業抑止） 
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◇中期目標 

 

【備考】 

2023年度  ・エコアクション 21 取得準備 

2024年度  ・運用開始 （拡販増設計画有） 

2025年度  ・仙台工場 基準値設定（実績収集） 

※ 2024年度~2025年度 目標に対し 0.5%削減 

2026年度  ・前年度対比 2.0%削減開始 

2027年度  ・以降 毎年  2.0%削減 

事項 単位
評

価

評

価

評

価

評

価

基準比 ％

L

Kg-CO2

基準比 ％

kwh

Kg-CO2

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

基準比 ％

2025年度 2026年度

目標に対し　2.0%/ｙ　削減を計画

15,400

1,939,901

2023年度 2024年度

324,328

21,006

66,378

目標

1,955,301

6,638

3,911,259

#DIV/0!#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

67,733
一般廃棄物

（焼却）

排出量 Kg 79,000 75,050 71,298

#DIV/0! #DIV/0!#DIV/0! #DIV/0!

21,434
サーマルリサイクル

（燃料）

排出量 Kg 25,000 23,750 22,563

#DIV/0! #DIV/0!#DIV/0! #DIV/0!

348,365 330,947
マテリアルリサイクル

（原料）

排出量 Kg 386,000 366,700

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

442,225 420,114 411,711

産

業

廃

棄

物

総廃棄物

排出量 Kg 490,000 465,500

#DIV/0! #DIV/0!#DIV/0! #DIV/0!

2,520 2,469

水

排出量 ｍ３ 2,939 2,792 2,652

#DIV/0! #DIV/0!#DIV/0! #DIV/0!

2,308,781 2,193,342 2,083,675 1,979,491
電気

排出量
4,655,000 4,422,250 4,201,138 3,991,081

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

18,328 17,412 16,541 15,714

7,130 6,773

エ

ネ

ル

ギ

ー

揮発油（ガソリン）

排出量
7,900 7,505

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

1,995,205 0 0

二酸化炭素排出量

排出量 Kg-CO2 2,327,109 2,210,754 0 2,100,216 0

実績 実績

設備　増設予定

項目
基準値

（5年平均）
目標 実績 目標 実績 目標
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◆環境経営計画 

 

項目 担当 日程 

①  電気使用量の削減   

・不用電力の削減（照明・設備・PC） 櫻井/森外/阿部 通年 

・空調の適温化 （作業場は除く） 小幡 通年 

・空調機フィルターの定期的な掃除・交換 櫻井/森外/阿部 通年 

・NO 残業デー（水曜日） 小幡 通年 

② ガソリン使用量の削減   

・エコドライブの推進（ドライブレコーダー） 小幡 通年 

・車両の定期点検（空気圧/半年点検） 小幡 通年 

③ 水使用量の削減   

・節水の啓発掲示 小幡 通年 

・漏水確認（月次点検） 櫻井 通年 

・シャワー吐水による手洗い 小幡 通年 
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④ 廃棄物の削減（マテリアルリサイクル）   

・製造ロスの削減（原単位管理） 大野/中島 通年 

・構外協力会社からの紙管回収（再利用） 阿部 通年 

・客先クレーム、構内返品の削減 大野/中島 通年 

・端材の再利用（再生工程） 大野/中島 通年 

⑤ 廃棄物の削減（サーマルリサイクル）   

・素材別の回収 大野/中島 通年 

・残肉の有効利用（印刷インク） 大野/櫻井 通年 

⑥  一般廃棄物の削減   

・徹底分別（３R） 大野/中島 通年 

⑦ 自社の活動/教育   

・改善提案（目標 年間：2 件/人） 櫻井 通年 

・環境美化（構内：回/週、構外：回/年） 小幡 通年 

・緊急時対応訓練（火災/地震  2 回/年） 中島 通年 

・生産実績報告（原単位周知と改善教育 回/月） 大野、中島 通年 
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◆取組結果と評価  （100%：〇 95%：△ 94%以下：×）  

 

 

 

 

 

対目標：82.5% 評価 × 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230 184,230

累計 184,230 368,460 552,690 736,920 921,150 1,105,380 1,289,610 1,473,840 1,658,070 1,842,300 2,026,530 2,210,760

単月 175,108 173,207 223,121 243,039 196,373 230,553 211,415 207,746

累計 175,108 348,315 571,436 814,475 1,010,848 1,241,401 1,452,816 1,660,562 1,660,562 1,660,562 1,660,562 1,660,562

目標値 105% 106% 83% 76% 94% 80% 87% 89% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

評価 △ × 〇 × × ×

二酸化炭素排出量　【単位：kg-CO2】　　　　〇：達成度　100%　　△：達成度95%　　×：達成度：94%以下
2023年度

目標

実績

累計
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【電気使用量】 

 

対目標：82.4% 評価 × 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505 368,505

累計 368,505 737,010 1,105,515 1,474,020 1,842,525 2,211,030 2,579,535 2,948,040 3,316,545 3,685,050 4,053,555 4,422,060

単月 370,517 346,885 447,245 486,107 393,977 462,227 424,708 418,845

累計 370,517 717,402 1,164,647 1,650,754 2,044,731 2,506,958 2,931,666 3,350,511 3,350,511 3,350,511 3,350,511 3,350,511

目標値 99% 103% 95% 89% 90% 88%

評価 △ 〇 △ × × ×

　電気使用量 【単位：kwh】

2023年度

目標

実績

累計

達成状況

×

×

〇

〇

・空調機フィルターの定期的な掃除・交換

・NO残業デー（水曜日）

周知が徹底されず、不要なPCの電源が切られていない時があった（作業場所のPC/2台）

期間中（7月～9月）は、連日の夏日となり、エアコンの設定温度を任意とした（事務所　28℃⇒23℃）

空調機のフィルターは、担当者を決め、掃除に対しての意識付けを行った

　（・事務所棟/阿部　・製造１G　冨田　・製造２G　森外）

No残業デーと節電の意識付けに対しては、表示をおこなった

全体として、デマンドによる監視では、規定値以内での推移ではあったが、

結果として、目標overとなってしまっている

更なる意識付けをおこない、不要電力削減に努める

取組み結果とその評価、次年度の取組み計画

・不用電力の削減（照明・設備・PC）

・空調の適温化　（作業場は除く）
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【ガソリン使用量】 

 

対目標：111.3% 評価 〇 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 665 665 665 665 665 665 665 665 665 665 665 665

累計 665 1,330 1,995 2,660 3,325 3,990 4,655 5,320 5,985 6,650 7,315 7,980

単月 540 497 555 832 414 547 328

累計 540 1,037 1,592 2,424 2,838 3,385 3,713 3,713 3,713 3,713 3,713 3,713

目標値 123% 128% 125% 118% 117% 118%

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　ガソリン使用量　【単位：L】

2023年度

目標

実績

累計

達成状況

〇

〇

ガソリンに於いては、目標が達成できた

【取組み】

・社有車5台、全社にドライブレコーダー装備

・社有車使用前飲酒チェック

・定期点検（ディーラー）

・運転管理者　講習参加（総務GL)

取組み結果とその評価、次年度の取組み計画

・エコドライブの推進（ドライブレコーダー）

・車両の定期点検（空気圧/半年点検）
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【水使用量】 

 

対目標：84.6% 評価 × 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 233 233 233 233 233 233 233 233 233 233 233 233

累計 233 466 699 932 1,165 1,398 1,631 1,864 2,097 2,330 2,563 2,796

単月 281 276 287 354 206 266

累計 281 557 844 1,198 1,404 1,670 1,670 1,670 1,670 1,670 1,670 1,670

目標値 83% 84% 83% 78% 83% 84%

評価 × × × × × ×

　水使用量　【単位：m3】

2023年度

目標

実績

累計

達成状況

×

〇

△・シャワー吐水による手洗い

水の使用は、目標に対し、未達成となった

水の使用は、生産ラインで3箇所（成形機冷却、再生機冷却2系列）

生産での使用は、原単位が達成できている事より、無駄な使用は”なし”と判断する

手洗いやトイレの排水等の、日常的な使用部分から、節水に対する意識付けが必要と考える

節水に対する、表示を行って、節水に努める

取組み結果とその評価、次年度の取組み計画

・節水の啓発掲示

・漏水確認（月次点検）
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【一般廃棄物】 

 

対目標：122.8% 評価 〇 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270 6,270

累計 6,270 12,540 18,810 25,080 31,350 37,620 43,890 50,160 56,430 62,700 68,970 75,240

単月 6,400 4,800 8,000 6,400 5,600 3,320

累計 6,400 11,200 19,200 25,600 31,200 34,520 34,520 34,520 34,520 34,520 34,520 34,520

目標値 98% 112% 98% 98% 100% 109%

評価 △ 〇 〇 △ 〇 〇

　一般廃棄物　【単位：kg】

2023年度

目標

実績

累計

達成状況

〇

エコアクション21に取組みに当たり

回収業者（利府衛生）との打ち合わせを実施

現在までは、定期回収（他社と混載のルート回収）であった為

正確な廃棄量との誤差が生じてしまうリスクがあった（把握困難）

9月より、弊社のみの回収を行って頂き、排出量の正確な数値を把握する事とした

日常的な分別の共通認識を高めて、廃棄物削減に努める

一般廃棄物 取組み結果とその評価、次年度の取組み計画

・徹底分別（３R）
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【廃棄物の削減 マテリアルリサイクル】 

 

対目標：82.1% 評価 △ 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595 28,595

累計 28,595 57,190 85,785 114,380 142,975 171,570 200,165 228,760 257,355 285,950 314,545 343,140

単月 22,348 22,649 34,979 40,653 29,935 33,958

累計 22,348 44,997 79,976 120,629 150,564 184,522 184,522 184,522 184,522 184,522 184,522 184,522

目標値 128% 127% 107% 95% 95% 93% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

評価 〇 〇 〇 △ △ ×

　マテリアルリサイクル　【単位：kg】

2023年度

目標

実績

累計

達成状況

〇

〇

〇

〇

・客先クレーム、構内返品の削減

・端材の再利用（再生工程）

マテリアルロス、ロス量から見ると目標に対し、未達成となるが

マテリアルロスは、有価売却して、売却先にて原料となる

廃棄は、サーマル（産廃）、一般廃棄物に分別されるが、

期間中（7月~9月）、サーマル及び一般廃棄は目標達成できており、

分別ができた結果、有価ロスが増加したと考える

廃棄物の総量で判断していきたい

マテリアルリサイクル及びリユース 取組み結果とその評価、次年度の取組み計画

・製造ロスの削減（原単位管理）

・構外協力会社からの紙管回収（再利用）
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【廃棄物の削減 サーマルリサイクル】 

 

対目標：140.4% 評価 〇 

【実績 まとめ】 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単月 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995 1,995

累計 1,995 3,990 5,985 7,980 9,975 11,970 13,965 15,960 17,955 19,950 21,945 23,940

単月 1,140 1,942 1,300 1,120 1,904 1,240

累計 1,140 3,082 4,382 5,502 7,406 8,646 8,646 8,646 8,646 8,646 8,646 8,646

目標値 175% 129% 137% 145% 135% 138%

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　サーマルリサイクル（産業廃棄物）　【単位：kg】

2023年度

目標

実績

累計

達成状況

〇

〇

期間中（7月～8月）、廃棄インキの回収依頼がなかった

残肉の有効利用が出来ていると考える

（回収：ドラム缶3本の時点で、オイルプラント名取に依頼）

廃プラ（固形燃料：RPF）に処理していた物を

さらに分別をおこない、有価売却できている（マテリアルロス）

サーマルリサイクル（中間処理） 取組み結果とその評価、次年度の取組み計画

・素材別の回収

・残肉の有効利用（印刷インク）
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結   果 ： 目標に対し、“電気” と “水” が未達成であった。 

（評価 ・100% 〇 ・95% △ ・94%以下 ×） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 average 対象期間

二酸化炭素排出量 105 106 83 76 94 80 91％ 82%

電気 99 103 95 89 90 88 94％ 82%

ガソリン 123 128 125 118 117 118 122％ 111%

水 83 84 83 78 83 84 83％ 85%

マテリアルリサイクル 128 127 107 95 95 93 108％ 82%

サーマルリサイクル 175 129 137 145 135 138 143％ 140%

一般廃棄物 98 112 98 98 100 109 103％ 123%

目標 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
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◆環境関連法規等の遵守状況及び結果  

【遵守状況】 

 

 

【結果並びに違反、訴訟の有無】 

事業活動に関する法令違反は、創業以来ありません。 

関係当局よりの違反等の指摘はなく、 

苦情および訴訟もありませんでした。 

 

産業廃棄物の適正処理 〇

マニフェスト交付と保管（電子マニフェスト） 〇

委託先監査 〇

保安講習 〇

消防訓練の実施 〇

消防設備の点検 〇

油及び有害物質の流出事故時の措置と届出 該当なし

自主水質検査（業者：回/年） 該当なし

大気汚染防止法 事故時の措置と届出 該当なし

フロン類の重点回収業者による適切な引き渡し 〇

機器の使用に関する義務（自主点検/定期点検） 〇

保守点検、清掃 該当なし

定期水質検査 該当なし

騒音規制法 定期計測（業者：2回/年） 〇

振動規制法 自主計測（業者：回/3年） 〇

定期計測（業者：2回/年） 〇

健康診断 〇

労働基準法 〇

労働安全衛生法 〇

有機溶剤中毒予防法

廃棄物処理法

消防法

水質汚濁防止法

フロン排出抑制法

浄化槽法



 

24 

◆緊急事態対応の訓練 

緊急事態の想定 （火災&地震 2回/年） 

2022年度実施状況  

・消防訓練 （11/8）26 名 

 （通報/避難/消火） 

・地震訓練 （12/27）25 名 

 （通報/避難） 

  

 
 

  

手順書変更必要なし 手順書変更必要なし 
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◆奉仕作業 

 

  

 

・構内清掃 ・水曜日（回/週） 

・側溝掃除 ・月曜日（回/週） 

・草刈り、除草 ・夏季都度（委託：1 回） 

・利府町クリーンアップ作戦 ・ 年/回 
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◆代表者による全体の評価と見直し、指示  

【評価と見直し、指示】 

全
体
評
価 

項目 評価の内容 

環境への取組みは適切に

実施されているか 

電気使用量、水使用量が

削減に至っていない。削減

に努める必要があります。 

環境経営システムが有効に

機能しているか 

システムは有効と判断しま

す。 

見
直
し
案 

対象 見直しの内容、指示 

環境経営方針 工場全体での意識改革が

必要。周知教育を実施して

ください。 

環境経営目標 

環境経営計画 

実績を踏まえて見直す事。 

実施体制 全員参加で実施の徹底。 
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対象 変更の有無 その他 

環境経営方針 □  有 無  

環境経営目標 

環境経営計画 

□  有 無 

 

実施体制 □  有 無  

 

【コメント】 

ごみ袋事業が置かれている環境を見ると、カーボンニュートラル、

SDGs など、世間のニーズは環境配慮型製品に移行して来ている。 

我々が現在まで行ってきた 3R の工程に、更なる効率化を進めてい

けば、世間のニーズに答えられる製品（商品）が生産できる。 

また省エネ（コスト削減）は、コスト競争力の源泉となり、収益に直

結する。 

仙台工場全員で、活動のレベルアップを図る。 


